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緊急時における児童の引き渡しについて 
 

陽春の候 保護者の皆様には、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 平素は、本校教育の推進に格別のご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

 さて、大雨や大地震、河川の氾濫等により、児童の集団下校が困難と判断した場合は、学校で児

童を保護者の皆様に引き渡します。 

つきましては、下記の事項を再度ご確認いただき、万一の事態に備えていただきますようお願い

いたします。 

記 

 

 

 

 

【引き渡しを行うとき】 

 ○「震度５弱以上」かつ教育活動の継続が困難と判断されるとき 

※「震度４以下」の場合でも、児童の安全を第一に考え、被害の状況によって授業を中止し、

保護者による引き取り等をお願いすることがあります。 

 ○河川が氾濫し、下校時の危険が予想されるとき 

 ○近隣地域で凶悪事件が発生し、児童に危害が及ぶ恐れがあるとき 

 ○感染症により、学校の全部又は一部が臨時休業となるとき  

 

【引き渡しを行う際の連絡】 

 ○保護者連携ツール「tetoru」により連絡します。 

※tetoru の登録は、児童のご家族の方に限り、どなたでも登録できます。登録方法等、ご不明

なことがありましたら、担任までお問い合わせください。 

 ○原則、大規模災害等で通信手段が途絶え連絡できない場合も、児童の引き渡しを行います。 

上記「引き渡しを行うとき」をご確認ください。 

  

【引き渡し場所】 

○大雨や河川の氾濫による引き渡しは、体育館で引き渡しを行います。 

○大地震による引き渡しは、運動場で行います。 

○その他の事象による引き渡し場所は、tetoru によりご連絡します。 

 ○駐車場につきましては、運動場を開放します。運動場下（体育館・校舎横）の職員駐車場は、駐

車できません。 

  

【その他】 

 ○受付（運動場又は体育館）で、本人確認ができるもの（運転免許証・健康保険証等）を提示して

いただき、「緊急時引き渡し確認カード」に記載されている方かどうか確認させていただきます。 

 ○保護者が引き取りに来られるまで、児童は学校で待機します。 

 


